
地適応を生態学の両から明らかにする上で布効だと考え

ている｡
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(1) ニホンザルの生活を環fj!とのDg休において把捉す

ることを目的として,LS_久氏首部 (研究柑-予淀:地)にLl三

瓜するニホンザル自然群を対象に,

a.遊動,LTY･jtサイズ,行政の毘牢と冬季の比校

b.缶内でも冬3mこは昨雪をみる地J7i;fこすむ耶れの_衣

直分布の調査

C.遊動中など自然状王劉こおけるニホンザルの行動,

音声などの観察 ･記録

d.生息環境の調査

をおこなった｡

(2)a.西部村道il三巾調加と軌Il道センサス｡

b.多方面の史料収封三｡

C.国別岳酉斜面に祝祭ルート設正｡

調査の経過 :50年7月16日上尾久町永m苛｡17日,西部

林道半山にCamp設営,8月9日まで BaseCampと

し,拓岸ぞいに永田から瀬切川までの約 10km の区間

にて.群れの分布,サイズ,遊動.食性などの調査をHTl
巾的におこなった｡冨岡丑には,グループメンバーの5名

と対応･21.の末のほか,多くの人々が参加し,班14,J{Rとな

った｡8月10日から14日までは,1パーティーは,火口

から尾久杉 ランドの餌付J!7枚祭へ向い. 1パーティー

は,カンカケ岳より悶剖伝に向って,垂荘分布調査に山

充したが.ヒル,蚊,芯雨のため,国別岳荘下より引き
近さざるをえなかった｡

紙穴 :尿久tlJ四弥林道には,6-7郡が隣接して生息し

ている｡このうち,5郡について,頭数と構成が調べら

れた｡サイズは.15-50頚であった｡調充糊nq巾,サル

たちは.アコウの実にその企伯を放くLL(指しており.遊
動陀皿は.柚めて小さかった｡

Yfや=ままだ粧m小である机 昨印のlJ.'JLfblとあわせ

て,企ての記録をまとめて雑誌 ｢にはんざる｣に発衣の

･T･妃である｡今田の調光によって,四部什JLIIにおける耶

れの分村 まはば7W:光に把捉しえたと考えられ,叶後は,

牢肺的変化とサルの出E･との関係など,1つ1つのテー
マごとに災rFl的調正をすすめてゆくことが可能になった

と言えよう｡

房総丘陵 ･高宕山地区 ･石射太郎餌場に出席

するニホンザルの社会学的 ･生態学的研究

上原 重男 (京大 ･理)
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訂.'J'宕LLJ地区石射太郎餌場のニホンザルT-Ⅰ群は,天

然記念物であるにもかかわらず不はな攻撃にさらされて

きたため,従来から個体群の動態や個体間関係に注目し

て胴衣研究をおこなってきたが (研究成果1,2参照),

ここではJn近とりまとめたニホンザルのフンの形態的変

･只について柑'出･する｡

従火フソの調充は房総丘陵の全域を対象に してきた

机 一般の野外で探旅されるフンは排把後の時間経過が

まちまちでFlを!.tlな比較研究が既しく,また形態変化が著

しい切合他の動物との言放別が囚既となりがちである｡

この点石射太郎糾Bjjの餌付け郡は野生味を比較的よく

代行する理想的な研究対象であるため,1975年度を通じ

てこの訂¥れを主たる対象にフンの形態を調べた｡

ニホンザルのフンの形態にはかなりの′ヾラツキがみら

れ,柑こ冬相]の三Irjむすび形の フンはよく知られてい

る｡このようなバラツキを,フン川成物Tfの原形保持能

力と消化管内のフン塊形状作TT]の2因子から生成論的に

一貫性のある瑚形区分を試み.8grl形を認め,各類形別

頻度分布の周年的変化を調べた｡

フンの形態的変矧 ま各月ともかなり才しいが,三択皮分

布のモードの位FLにはすでに知られた企性の周年的変化

と対応する牢節的な特徴がみられる.すなわち,生理的

に活性化した冬井ないし枝先食いの2･3･4月に典型的

な三Pjむすび形のフンが多く,若草食いの目立つ5･6

J]に牧任でやや大型の平沿円筒形のフン(しばしば鮮緑

色ないし鮮黄色)が多い.他の時期には中間的な位置に

モードが現われる｡

研 究 成 果

1. 長谷川寿一 ･平岩宍理子｡1976｡苗宕山卯Ⅰ君‡調韮
報告 (2)グルーミング行動からみた社会関係｡節

20回プリマ-テス研究会｡
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